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～､ミ架空空士一一ーミ掌斐聖堅肇-

島根県西部の石見地域で演じられる神職神楽で､その由来は古く平安末期から室町時代に石見一円で祭事に併せ舞っていたものとされます｡江戸時代には出雲佐陀神楽が､歌舞伎や能の所作と融合させた神話劇の神能を演ずるようになり`爆発的に石見に波及され演劇化されていきました｡その後へ　明治の法改正により､その土地の人々が神楽を演舞するようになるとへ　活発な石見人の気性そのままに勇壮な八調子とよばれるテンポになるなど､改革も活発化｡神事でありながらも演芸的要素が濃く､ストーリーも明解､舞もお噺子も激しく､胸のすくような爽快さと勇壮さがあるのか特長です｡合印二年　｢神々や鬼たちが躍動する神話の世界-石見地域で伝承される神楽-｣　として日本遺産に認定｡明治以降､島根県益田市内で崇敬の篤い氏子達が神職から神楽の伝統を受け継ぎ`会をなしている｡昭和四十五年に大阪万博に招鴫されへその知名度が一気に全国へと波及することとなり､現在も世界,全国各地への公演を積極的に行う｡石見神楽の各会へ　団体の発展や継承､後継者育成等を目的として集いへ平成四年に　｢益田市石見神楽神和会｣として市内九団体にて発足｡その後､市町村合併を期に十四団体に｡歳末助け合い石見神楽共演大会を通年にて開催､ほか数多くの市外県外公演に加え､近年はサウジアラビア,アメリカ南部･中米五ヶ国での海外公演を行う｡現在は､十一団体で活動しており､日本の伝統芸能として石見神楽の普及に努めている｡

塵　輪eJTNRIN
第十四代仲衰天皇は異国から飛来する塵輪という悪鬼に
悩まされる国民の為に家臣の高麻呂を連れ､自ら退治する｡
ニ神二兎の激しい立ち回りが見ところの人気演目です｡

八岐大蛇eYAMATAN0-OROCIII
南天原を追放された須佐之男命は出雲の国斐伊川の悲しき物
語を聞き､大蛇に悩まされる人々を救うため自ら大蛇に立ち
向かう｡須佐之男命の勇壮な立ち回りや大蛇の迫力のある激
しい芸に目が報せない石見神楽人気N0,1の演目です｡

塩酸いきsH.OHL-
舞殿･舞台を清め神様の降神を促す神事的な寛いであり､
奉納神楽では必ず始めに舞われる神楽です｡

頼　政eYoRIMASA
毎夜御殿の上を覆う黒雲にて悩まされ､病気の床に伏された
時の南に怪物退治を命じられた源頼政は家臣,猪早太を連れ､
怪物の住処とする東三条ケ森へと向かう｡

源頼政の梯退治を武勇伝として描かれた演目です｡




